上海财经大学《综合日语Ⅲ》课程考试卷

答案
次の漢字の読み方を平仮名で書きなさい。　（5点）
１　強情（　ごうじょう）　　　　２　開帳（　かいちょう　）
３　自重（　じじゅう　）　　　　４　吹雪（　ふぶき　　　）
５　躊躇（　ちゅうちょ）　　　　６　清冽（　せいれつ　　　）
７　徹宵（　てっしょう）　　　　８　詐欺（　さぎ　　　）
９　歯止め（　はどめ　）　      10　劣悪不快（れつあくふかい）
次の慣用句について最も適当なものをア～クから選び、それぞれの
（　　）の中に書き入れなさい。　　　（8点）
１　顔がゆがむ　　　（　キ　）　　２ 顔をしかめる　 （　エ　　）　　　
３　性根を据える　　（　カ　）　  ４ 膝を進める　 　（　ウ　　）　　　　　　　　　　　　　　　
５　眉に唾をつける　 （　ク　）　　 ６ タメを張る　　　（　ア　）　　　　
７　ねんごろになる　 （　オ　）　　 ８ 深みにはまる　  （　イ　）
 　　　　　　　　　
三、次の（１）（２）の問題を読んで、それぞれの括弧に適当なものを書き入れなさい。（５点）
（１）「城の崎にて」という小説の作者名を漢字で書きなさい。また、その作者の代表作を二つ書きなさい。　　　　　　　　　
　　　①　作者名（　　志賀直哉　　　　　）
　　　②　代表作（　暗夜行路、小僧の神様、和解、網走まで、
灰色の月　　）
（２）白樺派の代表人物の名前を二つあげなさい。　　　　
（　　有島武郎　　）　　　②（　武者小路実篤　）
四、括弧の中の言葉を使って、次の中国語を日本語に訳しなさい。（８点） 
1   我想周围车辆的司机一定会觉得很麻烦，而且抛锚车的司机自己也肯定觉得很不好意思吧。　（さぞかし～だろうに）
　　回りの車はさぞかし迷惑だろうし、壊れた車の運転手はさぞかし恥ずかしいだろうなぁと思った。
2   整天如痴如醉地听音乐，别的事什么也不做。（～まくる）
   一日中音楽を聴きまくっていて、他のことは何もしない。
3  我清楚自己有点不知天高地厚，但是，读完后我觉得“美中不足”。
     （百も承知）
　　身の程知らずを百も承知で言えば、読後感は「物足りない」。
4  因为你说话刻薄，结果搞得她哭起来了，本来你说话方式可以再温    

     和点，可是……。（～だろうに）
君の言い方がきついから、彼女はとうとう泣き出したんだ。もっと優しい言い方があっただろうに。
五、次の文を読んで後の問いに答えなさい。（54点）
（1）（10点）
問1　　①～⑥　　　線を付けた漢字に振り仮名に、カタカナを漢字に直しなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3点）
	空腹
	い

	折々

	とうき
	ぶきみ

	過酷


問2　「歯止め」「ねぐら」を使った短文として、最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　　　　（2点）

森林伐採のために、小鳥がねぐらをすててしまうことへの歯止めをしないと自然が失われてしまう。

今夜のねぐらまで指定されるとは、きっと逃亡の歯止めをかけようとしているに違いない。

ねぐらの上で生活させることで生産力低下の歯止めとしたい。

ねぐらもご飯も確保することこそが、心が貧しくなることの歯止めとなるのだ。

問3　「人間もまた繁栄に飽いて、何かに気がつき始めた」とあるが、この内容を説明したものとして最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3点）　　　　

「働きバチ」といわれた日本人が娯楽のもたらす充実感に気がつき始めたということ。

幸せと言うのはお金だけで測れるものではなく、人間関係や自然保護なども重要であることに気がつき始めたということ。

バブル時代の好景気に満足して、日本が大国化したことに気がつき始めたということ。

不景気が結果的には「自然への回帰」を誘ったことで、経済成長以外の価値に気がつき始めたということ。
問4　文章の内容と一致しているものを、以下の選択肢より一つ選びなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2点）
鴨を見に来る人のマナーの悪さによって、餌が勝手に与えられてしまっている。

バブル崩壊後の不景気が日本人に反省の機会をもたらしたのは疑いが無い。

人間は可愛さや美しさの中に、自らの良心が喚起されることがあるものだ。

自然環境の保護と景気の循環とは関連性が存在する。

（２）（10点）

問1　文中の　　　線を付けた漢字の読み方を平仮名で表記しなさい。

（4点）　

けっしょうせん　　　　②　かんとう
さえぎ　　　　　　　　④　ひかげ
問2　「ぐったり」、「ナイン」、「キャプテン」の三語を用いた短文として不適切なものを以下の選択肢より二つ選びなさい。      　（3点）

キャプテンがぐったりとなったナインを励ましつつ、後半の45分が始まった。

ナインのぐったりとした雰囲気とは反対に、キャプテンは船を出発させた。

ナインがぐったりする中でキャプテンは一人元気だった。

ぐったりとなったキャプテンのところにナインは一斉に集まった。

問3　文中の「その気持ちはいまでもどこかに残っていると思います。だから……。」とあるが、「だから……」の後に続く言葉を補う場合に最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　（3点）

正ちゃんは悪いひとではありません。

ナインの団結は素晴しいのです。

12回までふらふらせずに投げられました。

キャプテン命令とは絶対のものだと思います。

（３）（8点）

問１　文中のア「けえ」と　イ「で」について標準日本語で言い換えた場合に最も適切なものを選びなさい。（2点）

ア　けえ

でもないのではないか。

といわれていますか。

なのですか。

のつもりなのですか。

イ　で

ですよ

ではない

だった

のようだ

文中の「筋向いになった座席」という文を中国語に訳しなさい。

（2点）

　　　　斜对面的座位。
問3　文中に「妻はいかにも不満そうな顔をして僕のほうを見た。」とあるが、妻の不満の内容を説明したものとして最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。（2点）　　　　　　　　　　　　　　             
都会の忙しい生活の中で本も読めないことへの不満。

旅先で読書に集中できないことへの不満。

日常だけでなく旅先でも夫に服従しなければいけないことへの不満。

自分だけが本を読めずに車窓を眺めていなければならないことへの不満。

文中に「たまには山の景色でも見ろよ。……」とあるが。「……」の含意として最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。（2点）　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

言わなくても自分で分かってほしいという気持ちを表している。

きれいな辛夷を一緒に探したいという気持ちを表している。

説教を続けたい気持ちを我慢する気持ちを表している。。

久しぶりに山を楽しめる期待を表している。

（４）（８点）

問1 ①～④の漢字の読み方を平仮名で下の欄に書きなさい。（2点）
	いた
	く

	ちにみご
	したばたらき


問2　文中の㋐「ては」と同じ使い方はどれか、次の選択肢から選んで、その番号に○をつけなさい。　　　　　　　　　　　　（１点）

この仕事に時給500円では人が見つかりません。

そんなに大きな声を出しては魚が逃げてしまうよ。

子供は二、三歩歩いては立ち止って、母親の来るのを待っている。

問3 文中の㋑「しゃにむに」と㋒「声を限りに」を他の語で言い換える場合、明らかに異なる意味のものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３点）

しゃにむに――

むやみに

無理に

とにかく

きっと

声を限りに――

大声で

声が聞こえるように

のどが枯れるまで

声を張り上げて

問2 文中の「なことに」の使い方として最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。（2点）

残念なことに、私の計画は実現しなかった。

不思議なことに、今日が金曜日だと思っている人がいた。

滑稽なことに、私は彼女と彼女の妹とを見間違えてしまった。

堂々なことに、彼の入場は非常に立派であった。

（５）（10点）
問１ ①②の漢字の読み方を平仮名で下の欄に書きなさい。(１点)

	ゆどうふ
	どひょう



問2  本文の「負け犬」の意味を日本語で説明したものとして最も適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　（２点）

体力が衰えてきたせいで若者に勝てなくなったということ。

出世の限界が予想できるようになったということ。

首都である東京で成功できなかったということ。

結婚もせずに年をとり、若いときの美貌が衰えたということ。

問3 文中の［清水寺も……と思ったのです］の部分を中国語に訳しなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７点）

　略

（６）（8点）

  問１　文中の「気がしてならない」を使った短文として最も不適切なものを以下の選択肢より選びなさい。　　　　　（２点）

何か忘れ物をしたような気がしてならない。

以前来たような気がしてならないところを通った。

枯れは寿命が縮んだような気がしてならなかった。

君は彼が試験に合格するような気がしてならない。

問2　文中の「そのころ」はいつごろですか。　　　　　　　（2点）

春　　②夏　　　③秋　　　　④冬
問3　文中の［春になって～迎える。］の内容を中国語に訳しなさい。　（4点）

　略

六、次の文を読んで後の問いに答えなさい。（20点）

問１①それだけでは惜しいとあるが、「それ」以外に何が大切だ   
といっているのか。本文中から漢字二字で抜き出しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１点）
　　   　（　　人柄　　　　）
問2　　　　Ⓐ・Ⓑにあてはまる最も適当なことばを次の中から選
     んで、それぞれ記号で答えなさい。　　　　　　　（２点）
Ⓐ　（　　イ　　　）　　　　Ⓑ　（　　ア　　　）
問３　②京のなまりがあるからこそには、どのような気持ちが含ま  
      れているか、次の中から選んで記号で答えなさい。（２点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　㋓　　　）　
問４　③一日中はどのことばにかかっているか。一文節をぬきだして
      書きなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（１点）
　　＿＿受けた＿＿＿＿。
問5　④人間の口から……という表現の特色として、最も適当なもの 
     を選んで、記号で答えなさい。　　　　　　　　　（２点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　イ　　　）
問6　　　　Ⓒにあてはまる最も適当なことばを次の中から選んで、
　　　記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　（１点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　エ　　　）
問7　⑤身のふたもないとはどんな意味か。最も適当なものを次の中
     から選んで、記号で答えなさい。　　　　　　　　（１点）
　　　（　　ウ　　　）
問８　次の文を本文中に入れるとしたら、どこが適当か。（　）㋐～
      ㋓の中から選んで、記号で答えなさい。　　　　　（１点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　イ　　　）
問9　筆者の考え方に合っていると思われるものを、次の中から二つ
     選んで、記号で答えなさい。　　　　　　　　　　（２点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　ウ　　）（　　エ　　）
問10　本文中の　　線ⓑ・ⓕの読みを平仮名で書き、　　線ⓐ・ⓒ・ 
      ⓓ・ⓔ・ⓖのことばを漢字に直して楷書で書きなさい。（７点）
　　ⓑ（　はしばし　　　）　　　　ⓕ（　　みにく　　　）
ⓐ（　察　　）　　　　ⓒ（　　確　　）　　ⓓ（　　素顔　　　）
ⓔ（　次第　）　　　ⓖ（　関係　）
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2

